
　

か
つ
て
小
説
家
・
小
林
多
喜
二
が
「
北
海

道
の
『
心
臓
』
み
た
い
な
都
会
で
あ
る
」
と

表
し
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
「
北
日
本
随

一
の
都
市
」
で
あ
っ
た
小
樽
。
現
在
、
全
国

有
数
の
観
光
都
市
と
な
っ
た
小
樽
に
も
、「
斜

陽
の
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、歴
史
の
遺
産
を
守
り
、活
用
し
、

ま
ち
の
再
生
へ
と
繋
げ
た
の
は
市
民
に
よ
る

「
民
の
力
」
で
し
た
。

　

小
樽
が「
北
海
道
の
心
臓
」と
な
る
契
機
は
、

北
海
道
の
内
陸
部
で
産
出
す
る
石
炭
輸
送
の

た
め
、
北
海
道
初
の
鉄
道
が
建
設
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
明
治
中
期
以
降
、
北
海
道
へ
の
移

民
が
本
格
化
す
る
と
、
増
大
す
る
道
内
の
人

口
を
支
え
る
生
活
物
資
の
供
給
基
地
と
し
て

小
樽
は
大
き
く
発
展
。
海
岸
線
に
は
移
出
入

の
物
資
を
保
管
す
る
石
造
倉
庫
が
並
び
、
仕

事
を
求
め
る
人
々
が
殺
到
す
る
、
ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
シ
ュ
さ
な
が
ら
の
活
況
が
出
現
し
ま
し

た
。
鉄
道
と
港
の
整
備
に
よ
り
、
豊
富
な
北

海
道
の
資
源
の
物
流
拠
点
と
な
っ
た
小
樽
に

は
、
多
く
の
商
社
、
金
融
機
関
が
進
出
し
、

最
盛
期
に
は
25
の
銀
行
が
活
躍
し
た
金
融
の

ま
ち
と
な
り
ま
し
た
。「
色
内
銀
行
街
」
は
、

日
本
の
近
代
建
築
を
象
徴
す
る
遺
産
が
今
も

残
り
、
往
時
の
小
樽
を
反
映
す
る
象
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

小
樽
港
は
終
戦
後
も
復
興
の
拠
点
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
石
炭
か
ら

石
油
に
変
わ
る
中
で
昭
和
40
年
代
に
は
取
扱

貨
物
が
大
き
く
減
少
、
艀
（
は
し
け
）
荷
役
の

役
割
を
終
え
て
荒
廃
が
進
ん
だ
運
河
を
埋
め

立
て
、
道
路
に
す
る
計
画
が
決
定
し
ま
す
。

そ
の
時
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
ま
ち
の
記
憶
」

を
守
ろ
う
と
市
民
に
よ
る
保
存
運
動
が
起
こ

り
ま
す
。
10
年
に
も
わ
た
る
運
動
が
訴
え
続

け
た
の
は
「
地
域
に
生
き
る
と
は
何
か
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
そ
こ
に
は
港
湾
都
市
、

商
都
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
っ
て
き
た
市
井
の

人
々
の
誇
り
と
伝
統
が
あ
り
ま
し
た
。
運
動

は
、
そ
の
後
の
わ
が
国
の
ま
ち
づ
く
り
運
動

の
先
駆
け
と
な
り
、
運
河
の
一
部
は
散
策
路

と
し
て
整
備
さ
れ
、
市
民
が
再
び
ま
ち
に
誇

り
が
も
て
る
観
光
都
市
と
し
て
再
生
し
て
い

ま
す
。

　

小
樽
は
終
戦
後
、
高
度
経
済
成
長
期
の
衰

退
に
お
い
て
も
「
民
の
力
」
で
再
生
し
た
ま

ち
で
す
。
小
樽
に
生
き
る
人
々
が
、
遺
産
に

新
た
な
命
を
吹
き
込
み
、
も
う
一
度
「
心
臓
」

の
鼓
動
を
動
か
す
今
の
物
語
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

「
民
の
力
」で
創
ら
れ
蘇
っ
た
北
の
商
都

北
海
道
の『
心
臓
』と

呼
ば
れ
た
ま
ち
・
小
樽
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運河完成後の倉庫群 小樽運河
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た
み



北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小樽～「民の力」で創られ蘇った北の商都～
たみ

たみ

かつて小説家・小林多喜二は小樽のまちを「北海道の『心臓』みたいな都会である」と表現しました。北海道初の鉄道が開通し、明治中
期以降、鉄道と港の整備により物流拠点となった小樽は「北日本随一の都市」へと発展。しかし高度成長期に衰退し、斜陽のまちとなり
ます。その中で「まちの記憶」を守ろうと立ち上がり、「心臓」を再び動かしたのは、紛れもない「民の力」だったのです。

小樽を代表する景観、小樽運河。「民の力」で守り、再生の礎となった。

小樽運河を守る会関係資料と小樽運河
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「民の力」が護った、

　景観とアイデンティティ

小樽
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樽
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昭和2（1927）年、工部大学校（現東京大学工学部）一期生の曾禰達蔵の建築事務所が設計。

小樽は、工部大学校一期生の3人（佐立七次郎、辰野金吾、曾禰達蔵）の作品が存在する唯一の地方都市。

小樽 旧三井銀行小樽支店
北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小樽～「民の力」で創られ蘇った北の商都～

たみ

かつて小説家・小林多喜二は小樽のまちを「北海道の『心臓』みたいな都会である」と表現しました。北海道初の鉄道が開通し、明治中
期以降、鉄道と港の整備により物流拠点となった小樽は「北日本随一の都市」へと発展。しかし高度成長期に衰退し、斜陽のまちとなり
ます。その中で「まちの記憶」を守ろうと立ち上がり、「心臓」を再び動かしたのは、紛れもない「民の力」だったのです。
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明治45（1912）年、工部大学校（現東京大学工学部）一期生の辰野金吾らが設計。

金融の面でも北日本の中心となった小樽の象徴的存在。資料館として公開中。

小樽 日本銀行旧小樽支店
北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小樽～「民の力」で創られ蘇った北の商都～

たみ

かつて小説家・小林多喜二は小樽のまちを「北海道の『心臓』みたいな都会である」と表現しました。北海道初の鉄道が開通し、明治中
期以降、鉄道と港の整備により物流拠点となった小樽は「北日本随一の都市」へと発展。しかし高度成長期に衰退し、斜陽のまちとなり
ます。その中で「まちの記憶」を守ろうと立ち上がり、「心臓」を再び動かしたのは、紛れもない「民の力」だったのです。
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明治39（1906）年、工部大学校（現東京大学工学部）一期生の佐立七次郎が設計。

周辺の倉庫群を含め、商業都市小樽の姿を象徴する建物。

かつて小説家・小林多喜二は小樽のまちを「北海道の『心臓』みたいな都会である」と表現しました。北海道初の鉄道が開通し、明治中
期以降、鉄道と港の整備により物流拠点となった小樽は「北日本随一の都市」へと発展。しかし高度成長期に衰退し、斜陽のまちとなり
ます。その中で「まちの記憶」を守ろうと立ち上がり、「心臓」を再び動かしたのは、紛れもない「民の力」だったのです。

北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小樽～「民の力」で創られ蘇った北の商都～
たみ

小
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小樽 旧日本郵船（株）小樽支店及び附属倉庫群
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